
(57)【要約】

【課題】効率良く梁端耐力を増大できる鉄骨梁構造を提

供する。

【解決手段】鉄骨梁１０の上，下フランジ１１，１２は

、フランジ幅Ｗが一定となる一般部分１１ａ，１２ａと

、梁端１０ａから中央側に所定距離Ｌだけ寄った位置で

フランジ幅Ｗを凹設される曲線をもって滑らかに削減す

る縮幅部分１１ｂ，１２ｂと、この縮幅部分１１ａ，１

２ａより梁端１０ａ側のフランジ幅Ｗを一般部分１１ａ

，１２ａより増大する増幅部分１１ｃ，１２ｃとで形成

する。増幅部分１１ｃ，１２ｃは、一般部分１１ａ，１

２ａと同幅のフランジ１１，１２両側に、このフランジ

１１，１２と別体に設けた増設プレート１６を一体に溶

接して構成する。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 フ ラ ン ジ お よ び ウ ェ ブ か ら な る 鉄 骨 梁 に お い て 、 フ ラ ン ジ 幅 が 一 定 と な る 一 般 部 分 と 、
梁 端 か ら 中 央 側 に 所 定 距 離 寄 っ た 位 置 で フ ラ ン ジ 幅 を 曲 線 を も っ て 滑 ら か に 削 減 す る 縮 幅
部 分 と を 有 す る 鉄 骨 梁 構 造 で あ っ て 、
　 上 記 縮 幅 部 分 よ り 梁 端 側 の フ ラ ン ジ 幅 を 一 般 部 分 よ り 増 大 す る 増 幅 部 分 を 備 え た こ と を
特 徴 と す る 鉄 骨 梁 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ラ ー メ ン 架 構 を 構 成 す る 鉄 骨 梁 構 造 に 関 し 、 と り わ け 、 柱 に 接 続 さ れ る 梁 端
部 に 、 梁 端 か ら 中 央 側 に 所 定 距 離 寄 っ た 位 置 に フ ラ ン ジ 幅 を 削 減 す る 縮 幅 部 分 が 形 成 さ れ
る 鉄 骨 梁 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に ラ ー メ ン 架 構 に お け る 柱 梁 仕 口 部 構 造 は 、 例 え ば 図 ７ （ ａ ） ， （ ｂ ） や 図 ８ （ ａ
） ， （ ｂ ） に 示 す よ う な も の が 従 来 存 在 す る 。 こ の 場 合 、 断 面 矩 形 状 の 鋼 管 柱 １ と Ｈ 型 鋼
を 用 い た 鉄 骨 梁 ２ と が 用 い ら れ 、 図 ７ で は 鋼 管 柱 １ の 側 面 １ ａ に 支 持 ブ ラ ケ ッ ト ３ を 溶 接
し て 、 こ の 支 持 ブ ラ ケ ッ ト ３ に 鉄 骨 梁 ２ の フ ラ ン ジ ２ ａ ， ２ ｂ を 載 置 さ せ た 状 態 で 、 ウ ェ
ブ ２ ｃ を 接 続 板 ４ を 介 し て 上 記 鋼 管 柱 １ の 側 面 １ ａ に 溶 接 す る よ う に な っ て い る 。 一 方 、
図 ８ で は 鋼 管 柱 １ の 途 中 に 所 定 間 隔 を も っ て ダ イ ア フ ラ ム ５ ， ５ ａ を 設 け 、 こ の ダ イ ア フ
ラ ム ５ ， ５ ａ の 外 側 端 に 鉄 骨 梁 ２ の フ ラ ン ジ ２ ａ ， ２ ｂ の 先 端 を 突 き 合 わ せ て 溶 接 す る 一
方 、 ウ ェ ブ ２ ｃ は 同 様 に 接 続 板 ４ を 介 し て 鋼 管 柱 １ の 側 面 １ ａ に 溶 接 す る よ う に な っ
て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ が 、 こ の よ う な 柱 梁 仕 口 部 で は 地 震 や 風 等 の 外 部 入 力 に よ り 、 ラ ー メ ン 架 構 に 剪
断 荷 重 等 の 変 形 荷 重 が 作 用 し た 場 合 に 、 鋼 管 柱 １ と 鉄 骨 梁 ２ と の 剛 結 部 分 に 応 力 が 集 中 す
る た め 、 こ の 剛 結 部 分 に 高 い 剛 性 が 要 求 さ れ る 。 し か し 、 鉄 骨 梁 ２ の ウ ェ ブ ２ ｃ は 鋼 管 柱
１ の 側 面 １ ａ に 溶 接 さ れ る 接 続 板 ４ に 結 合 さ れ る の み で あ る た め 、 こ の ウ ェ ブ ２ ｃ の 圧 縮
力 お よ び 引 張 り 力 を 柱 に 直 接 伝 達 す る 部 材 が 鋼 管 柱 １ 内 に 存 在 し な い こ と に な る 。 こ の た
め 、 上 記 ウ ェ ブ ２ ｃ 部 分 は 梁 端 耐 力 に 対 す る 寄 与 度 合 い が 著 し く 低 く な り 、 断 面 Ｈ 型 に 形
成 さ れ た 鉄 骨 梁 ２ の 剛 性 を 有 効 に 利 用 す る こ と が で き な く な っ て し ま う と い う 課 題 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う に 高 い 剛 性 が 要 求 さ れ る 剛 結 部 分 に つ い て 、 ウ ェ ブ の 耐 力 を 、 構 造 設 計 に お け
る 一 次 設 計 と し て の 弾 性 設 計 や 二 次 設 計 と し て の 終 局 設 計 を 行 う 際 の 評 価 に 考 慮 す る こ と
が で き な か っ た 。 従 っ て 、 設 計 上 必 要 鉄 骨 量 の 増 加 を 余 儀 な く さ れ る こ と と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は か か る 従 来 の 課 題 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で 、 効 率 良 く 梁 端 耐 力 を 増 大
で き る 鉄 骨 梁 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 か か る 目 的 を 達 成 す る た め に 請 求 項 １ に 示 す 本 発 明 の 鉄 骨 梁 構 造 は 、 フ ラ ン ジ お よ び ウ
ェ ブ か ら な る 鉄 骨 梁 に お い て 、 フ ラ ン ジ 幅 が 一 定 と な る 一 般 部 分 と 、 梁 端 か ら 中 央 側 に 所
定 距 離 寄 っ た 位 置 で フ ラ ン ジ 幅 を 曲 線 を も っ て 滑 ら か に 削 減 す る 縮 幅 部 分 と を 有 す る 鉄 骨
梁 構 造 で あ っ て 、 上 記 縮 幅 部 分 よ り 梁 端 側 の フ ラ ン ジ 幅 を 一 般 部 分 よ り 増 大 す る 増 幅 部 分
を 備 え て 構 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 ま た 、 請 求 項 ２ に 示 す 本 発 明 の 鉄 骨 梁 構 造 は 、 上 記 増 幅 部 分 が 、 上 記 一 般 部 分 と 同 幅 の
フ ラ ン ジ 両 側 に 、 こ の フ ラ ン ジ と 別 体 と し た 増 設 プ レ ー ト を 一 体 に 固 設 し て 構 成 さ れ る 。
　
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 示 す 本 発 明 の 鉄 骨 梁 構 造 は 、 上 記 増 幅 部 分 の 増 設 プ レ ー ト を 、 上 記 縮
幅 部 分 の 曲 線 と 滑 ら か に 連 続 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 の 構 成 に よ り 本 発 明 の 鉄 骨 梁 構 造 の 作 用 を 以 下 述 べ る と 、 請 求 項 １ で は 、 フ ラ ン ジ
お よ び ウ ェ ブ か ら な る 鉄 骨 梁 に お い て 、 フ ラ ン ジ 幅 が 一 定 と な る 一 般 部 分 と 、 梁 端 か ら 中
央 側 に 所 定 距 離 寄 っ た 位 置 で フ ラ ン ジ 幅 を 曲 線 を も っ て 滑 ら か に 削 減 す る 縮 幅 部 分 と を 有
す る 、 い わ ゆ る ド ッ グ ボ ー ン 形 式 の 鉄 骨 梁 構 造 を 前 提 と し て 、 縮 幅 部 分 よ り 梁 端 側 の フ ラ
ン ジ 幅 を 一 般 部 分 よ り 増 大 す る 増 幅 部 分 を 備 え て 構 成 し た の で 、 梁 端 か ら 増 幅 部 分 を 介 し
て 中 央 側 に 寄 っ た 縮 幅 部 分 で 降 伏 を 先 行 さ せ る こ と が で き 、 そ し て こ の 縮 幅 部 分 に お い て
は ウ ェ ブ 耐 力 を 含 め て 梁 端 耐 力 を 決 定 す る こ と が 可 能 と な る 。 す な わ ち 、 梁 の 構 造 設 計 に
お い て 、 ウ ェ ブ の 耐 力 を 評 価 で き る こ と と な っ て 、 設 計 上 ウ ェ ブ の 鉄 骨 量 を 有 効 に 考 慮 す
る こ と が で き 、 必 要 鉄 骨 量 を 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 梁 端 の フ ラ ン ジ 幅 の 増 幅 部 分
に よ っ て 縮 幅 部 分 を 確 実 に 先 行 し て 降 伏 さ せ る こ と が で き 、 耐 震 性 等 の エ ネ ル ギ 吸 収 能 を
格 段 に 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ で は 、 鉄 骨 梁 の フ ラ ン ジ 幅 が 一 般 部 分 ， 縮 幅 部 分 お よ び 増 幅 部 分 と 変 化
さ れ る が 、 増 幅 部 分 が 、 一 般 部 分 と 同 幅 の フ ラ ン ジ 両 側 に 、 こ の フ ラ ン ジ と 別 体 と し た 増
設 プ レ ー ト を 一 体 に 固 設 し て 構 成 し た の で 、 一 定 幅 に 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ に 上 記 増 設 プ レ
ー ト を 固 設 す る こ と に よ り 上 記 増 設 部 分 を 構 成 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 一 定 幅 の フ ラ
ン ジ を 備 え た 市 販 の ロ ー ル Ｈ 型 鋼 を 用 い た 場 合 に も 、 増 設 プ レ ー ト の 溶 接 で 増 幅 部 分 を 形
成 で き る と と も に 、 フ ラ ン ジ を 所 定 幅 に 縮 径 す る よ う に 切 断 す る こ と に よ り 上 記 縮 幅 部 分
を 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 型 鋼 を 用 い る こ と が で き る こ と に よ り 、 ド ッ グ ボ ー
ン 形 式 の 鉄 骨 梁 を 簡 単 か つ 安 価 に 製 作 す る こ と が で き 、 延 い て は 、 工 期 の 短 縮 お よ び 工 費
の 削 減 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ で は 、 上 記 増 幅 部 分 の 増 設 プ レ ー ト を 、 上 記 縮 幅 部 分 の 曲 線 と 滑 ら か に
連 続 さ せ た の で 、 増 幅 部 分 か ら 縮 径 部 分 に 至 る 部 分 で 滑 ら か に 応 力 を 変 化 さ せ る こ と が で
き 、 梁 端 部 の 疲 労 や 塑 性 変 形 時 の ２ 次 曲 げ 防 止 効 果 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 の 請 求 項 １ に 示 す 鉄 骨 梁 構 造 に あ っ て は 、 フ ラ ン ジ お よ び ウ
ェ ブ か ら な る 鉄 骨 梁 に お い て 、 フ ラ ン ジ 幅 が 一 定 と な る 一 般 部 分 と 、 梁 端 か ら 中 央 側 に 所
定 距 離 寄 っ た 位 置 で フ ラ ン ジ 幅 を 曲 線 を も っ て 滑 ら か に 削 減 す る 縮 幅 部 分 と を 有 す る 、 い
わ ゆ る ド ッ グ ボ ー ン 形 式 の 鉄 骨 梁 構 造 を 前 提 と し て 、 縮 幅 部 分 よ り 梁 端 側 の フ ラ ン ジ 幅 を
一 般 部 分 よ り 増 大 す る 増 幅 部 分 を 備 え て 構 成 し た の で 、 梁 端 か ら 増 幅 部 分 を 介 し て 中 央 側
に 寄 っ た 縮 幅 部 分 で 降 伏 を 先 行 さ せ る こ と が で き 、 そ し て こ の 縮 幅 部 分 に お い て ウ ェ ブ 耐
力 を 含 め て 梁 端 耐 力 を 決 定 す る こ と が 可 能 と な っ て 、 梁 の 構 造 設 計 に お い て ウ ェ ブ の 耐 力
を 評 価 す る こ と が で き 、 設 計 上 ウ ェ ブ の 鉄 骨 量 を 有 効 に 考 慮 す る こ と が で き て 、 必 要 鉄 骨
量 を 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 梁 端 の フ ラ ン ジ 幅 の 増 幅 部 分 に よ っ て 縮 幅 部 分 を 確 実
に 先 行 し て 降 伏 さ せ る こ と が で き 、 耐 震 性 等 の エ ネ ル ギ 吸 収 能 を 格 段 に 向 上 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 示 す 鉄 骨 梁 構 造 に あ っ て は 、 フ ラ ン ジ 幅 を 一 般 部 分 ， 縮 幅 部 分 お よ び
増 幅 部 分 と 変 化 さ せ て 構 成 す る 鉄 骨 梁 に あ っ て 、 増 幅 部 分 を 、 一 般 部 分 と 同 幅 の フ ラ ン ジ
両 側 に 、 こ の フ ラ ン ジ と 別 体 と し た 増 設 プ レ ー ト を 一 体 に 固 設 し て 構 成 し た の で 、 一 定 幅
に 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ に 上 記 増 設 プ レ ー ト を 固 設 す る こ と に よ り 上 記 増 設 部 分 を 構 成 す る
こ と が で き る た め 、 一 定 幅 の フ ラ ン ジ を 備 え た 市 販 の ロ ー ル Ｈ 型 鋼 を 用 い る こ と が で き る
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よ う に な り 、 ド ッ グ ボ ー ン 形 式 の 鉄 骨 梁 を 簡 単 か つ 安 価 に 製 作 す る こ と が で き 、 延 い て は
、 工 期 の 短 縮 お よ び 工 費 の 削 減 を 達 成 す る こ と が で き る 。 　
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 示 す 鉄 骨 梁 構 造 に あ っ て は 、 上 記 増 幅 部 分 の 増 設 プ レ ー ト を 、 上 記 縮
幅 部 分 の 曲 線 と 滑 ら か に 連 続 さ せ た の で 、 増 幅 部 分 か ら 縮 径 部 分 に 至 る 部 分 で 滑 ら か に 応
力 を 変 化 さ せ る こ と が で き 、 梁 端 部 の 疲 労 や 塑 性 変 形 時 の ２ 次 曲 げ 防 止 効 果 を 向 上 す る こ
と が で き る と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 添 付 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ か ら 図 ４ は 本 発 明
の 鉄 骨 梁 構 造 の 一 実 施 形 態 を 示 し 、 図 １ は 要 部 平 面 図 、 図 ２ は 要 部 正 面 図 、 図 ３ は 図 １ 中
の Ａ － Ａ 線 断 面 図 、 図 ４ は 増 設 プ レ ー ト の 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の 鉄 骨 梁 構 造 と し て 用 い ら れ る 鉄 骨 梁 １ ０ は 、 図 １ か ら 図 ３ に 示 す よ う に 水
平 配 置 さ れ る 上 ， 下 フ ラ ン ジ １ １ ， １ ２ と 、 こ れ ら 上 ， 下 フ ラ ン ジ １ １ ， １ ２ の 中 央 部 間
を 垂 直 に 連 結 す る ウ ェ ブ １ ３ と に よ っ て 断 面 Ｈ 形 状 に 形 成 さ れ 、 こ の 鉄 骨 梁 １ ０ が 従 来 と
同 様 に 断 面 矩 形 状 の 鋼 管 柱 １ ４ の 側 面 １ ４ ａ に 結 合 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 即 ち 、 上 記 鉄 骨 梁 １ ０ の 梁 端 １ ０ ａ は 、 図 ２ に 示 し た よ う に ウ ェ ブ １ ３ の 端 部 両 面 が 、
鋼 管 柱 １ ４ の 側 面 １ ４ ａ 中 央 部 に 溶 接 さ れ た 垂 直 な 接 続 板 １ ５ に ボ ル ト ， ナ ッ ト 結 合 （ 溶
接 で も よ い ） さ れ る と と も に 、 フ ラ ン ジ １ １ ， １ ２ 端 が 該 側 面 １ ４ ａ に 溶 接 さ れ る こ と に
よ り 結 合 さ れ て 柱 梁 仕 口 部 が 構 成 さ れ る 。 勿 論 、 こ の 柱 梁 仕 口 部 は 、 従 来 に 示 し た と 同 様
に 鋼 管 柱 １ ４ に 溶 接 し た ブ ラ ケ ッ ト に フ ラ ン ジ １ １ ま た は １ ２ を 載 置 し た 状 態 で 、 上 記 ボ
ル ト ， ナ ッ ト 止 め 等 さ れ る こ と が 望 ま し く 、 ま た 、 フ ラ ン ジ １ １ ， １ ２ は 鋼 管 柱 １ ４ に 設
け た ダ イ ア フ ラ ム に 溶 接 す る よ う に し た も の で も よ く 、 更 に は 、 こ れ 以 外 の 仕 口 部 構 造 を
適 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 鉄 骨 梁 １ ０ の 上 ， 下 フ ラ ン ジ １ １ ， １ ２ は 、 図 １ に 示 し た よ う に フ ラ ン ジ 幅 Ｗ が 一
定 と な る 一 般 部 分 １ １ ａ ， １ ２ ａ と 、 梁 端 １ ０ ａ か ら 中 央 側 （ 図 中 右 側 ） に 所 定 距 離 Ｌ だ
け 寄 っ た 位 置 で フ ラ ン ジ 幅 Ｗ を 凹 設 さ れ る 曲 線 を も っ て 滑 ら か に 削 減 す る 縮 幅 部 分 １ １ ｂ
， １ ２ ｂ と 、 こ の 縮 幅 部 分 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ よ り 梁 端 １ ０ ａ 側 の フ ラ ン ジ 幅 Ｗ を 上 記 一 般 部
分 １ １ ａ ， １ ２ ａ よ り 増 大 す る 増 幅 部 分 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ と が 形 成 さ れ 、 謂 わ ゆ る ド ッ グ ボ
ー ン 形 式 の 鉄 骨 梁 １ ０ と し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 即 ち 、 上 記 縮 径 部 分 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ は 梁 端 １ ０ ａ の 近 傍 、 例 え ば 一 般 部 分 １ １ ａ ， １ ２
ａ の フ ラ ン ジ 幅 Ｗ を ３ ０ ０ mmと し た 場 合 に 、 Ｌ ＝ ３ ３ ０ mm程 度 に 設 定 さ れ 、 か つ 、 縮 径 量
α ＝ ２ ２ ． ５ mm程 度 と な る 。 ま た 、 上 記 増 幅 部 分 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ の 全 幅 Ｗ 0＝ ５ ２ ８ mm程
度 に 設 定 さ れ 、 こ の と き の 増 幅 量 β ＝ （ Ｗ 0－ Ｗ ） ／ ２ ＝ （ ５ ２ ８ － ３ ０ ０ ） ／ ２ ＝ １ １
４ mmと な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 形 態 は 上 記 増 幅 部 分 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ は 、 上 記 一 般 部 分 １ １ ａ ， １ ２ ａ と
同 幅 （ Ｗ ） の フ ラ ン ジ １ １ ， １ ２ 両 側 に 、 こ の フ ラ ン ジ １ １ ， １ ２ と 別 体 に 設 け た 増 設 プ
レ ー ト １ ６ を 一 体 に 溶 接 し て 構 成 し て あ る 。 増 設 プ レ ー ト １ ６ は 図 ４ に 示 す よ う に 上 記 増
設 量 β の 幅 を も っ て 形 成 さ れ 、 そ の 一 端 １ ６ ａ は 直 角 に 切 断 さ れ る と と も に 、 他 端 １ ６ ｂ
は 湾 曲 さ れ た 傾 斜 面 と し て 全 体 に 略 台 形 状 に 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 直 角 に 切 断 さ れ た 一 端
１ ６ ａ は 、 上 記 フ ラ ン ジ １ １ ， １ ２ 端 と 一 直 線 と な る よ う に 揃 え た 状 態 で 、 下 底 と な る 一
辺 １ ６ ｃ が 上 記 フ ラ ン ジ １ １ ， １ ２ の 側 辺 に 溶 接 Ｍ 1さ れ る 。 そ し て 、 こ の 増 設 プ レ ー ト
１ ６ の 一 端 １ ６ ａ は 、 鉄 骨 梁 １ ０ を 鋼 管 柱 １ ４ に 溶 接 す る 際 に 同 時 に こ の 鋼 管 柱 １ ４ に 溶
接 Ｍ 2さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 増 設 プ レ ー ト １ ６ は 梁 端 １ ０ ａ の フ ラ ン ジ 幅 を 所 定 幅 に 増 幅 す る 機 能 を
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備 え 、 該 増 設 プ レ ー ト １ ６ の 長 さ Ｌ 1は 必 要 な 梁 端 耐 力 を 得 る た め の 長 さ に 設 定 さ れ 、 例
え ば 本 実 施 形 態 で は Ｌ ＝ １ ６ ５ mm程 度 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の 構 成 に よ り 本 実 施 形 態 の 鉄 骨 梁 構 造 に あ っ て は 、 ド ッ グ ボ ー ン 形 式 と し て 構 成 さ
れ る 鉄 骨 梁 １ ０ は 、 そ の 上 ， 下 フ ラ ン ジ １ １ ， １ ２ 幅 が 梁 端 １ ０ ａ に 向 か っ て 一 般 部 分 １
１ ａ ， １ ２ ａ か ら 縮 幅 部 分 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ 、 そ し て 増 幅 部 分 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ へ と 変 化 さ れ
る が 、 増 幅 部 分 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ が 、 一 般 部 分 １ １ ａ ， １ ２ ａ と 同 幅 の フ ラ ン ジ １ １ ， １ ２
両 側 に 、 こ の フ ラ ン ジ １ １ ， １ ２ と 別 体 に 設 け た 増 設 プ レ ー ト １ ６ を 溶 接 し て 構 成 し た の
で 、 該 増 幅 部 分 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ は 一 定 幅 Ｗ に 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ １ １ ， １ ２ に 上 記 増 設 プ
レ ー ト １ ６ を 固 設 す る こ と に よ り 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 従 っ て 、 ド ッ グ ボ ー ン 形 式 の 鉄 骨 梁 １ ０ を 形 成 す る 場 合 に 、 一 定 幅 の フ ラ ン ジ １ １ ， １
２ を 備 え た 市 販 の Ｈ 型 鋼 を 用 い た 場 合 に も 、 増 設 プ レ ー ト １ ６ の 溶 接 Ｍ 1で 増 幅 部 分 １ １
ｃ ， １ ２ ｃ を 形 成 で き る と と も に 、 フ ラ ン ジ １ １ ， １ ２ を 所 定 幅 に 縮 径 す る よ う に 切 断 す
る こ と に よ り 、 上 記 縮 幅 部 分 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ を 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 一 般 の
型 鋼 を 用 い る こ と が で き る こ と に よ り 、 ド ッ グ ボ ー ン 形 式 の 鉄 骨 梁 １ ０ を 簡 単 か つ 安 価 に
製 作 す る こ と が で き 、 延 い て は 、 工 期 の 短 縮 お よ び 工 費 の 削 減 が 達 成 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 梁 端 １ ０ ａ か ら 増 幅 部 分 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ を 介 し て 中 央 側 に 寄 っ た 縮 幅 部 分 １ １ ｂ
， １ ２ ｂ で 降 伏 を 先 行 さ せ る こ と が で き 、 そ し て こ の 縮 幅 部 分 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ に お い て は
ウ ェ ブ 耐 力 を 含 め て 梁 端 耐 力 を 決 定 す る こ と が 可 能 と な る 。 す な わ ち 、 梁 の 構 造 設 計 に お
い て 、 ウ ェ ブ １ ３ の 耐 力 を 評 価 で き る こ と と な っ て 、 設 計 上 ウ ェ ブ １ ３ の 鉄 骨 量 を 有 効 に
考 慮 す る こ と が で き 、 必 要 鉄 骨 量 を 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 梁 端 １ ０ ａ の フ ラ ン ジ
幅 の 増 幅 部 分 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ に よ っ て 梁 端 耐 力 を 増 大 さ せ て 縮 幅 部 分 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ を 確
実 に 先 行 し て 降 伏 さ せ る こ と が で き 、 耐 震 性 等 の 鉄 骨 梁 １ ０ の エ ネ ル ギ 吸 収 能 を 格 段 に 向
上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ は 他 の 実 施 形 態 を 示 す 要 部 平 面 図 で 、 上 記 実 施 形 態 と 同 一 構 成 部 分 に 同 一 符 号 を 付
し て 重 複 す る 説 明 を 省 略 し て 述 べ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 上 記 増 幅 部 分 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ の 増 設 プ レ ー ト １ ６ を 、 上 記 縮 幅 部 分
１ １ ｂ ， １ ２ ｂ の 曲 線 と 滑 ら か に 連 続 さ せ た も の で あ る 。 即 ち 、 こ の 実 施 形 態 で は 上 記 増
設 プ レ ー ト １ ６ の 長 さ Ｌ 1を 梁 端 １ ０ ａ か ら 縮 径 部 分 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ に 至 る 長 さ の 短 冊 状
に 形 成 し て お き 、 こ の 短 冊 状 の 増 設 プ レ ー ト １ ６ を フ ラ ン ジ １ １ ， １ ２ の 両 側 に 溶 接 し た
後 に 上 記 縮 幅 部 分 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ を 切 断 す る よ う に な っ て お り 、 こ の 切 断 時 に 縮 幅 部 分 １
１ ｂ ， １ ２ ｂ の 曲 線 と 連 続 さ せ て 増 設 プ レ ー ト １ ６ の 他 端 １ ６ ｂ を 切 断 す る よ う に な っ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 勿 論 、 上 記 増 幅 プ レ ー ト １ ６ は 、 こ れ の 他 端 １ ６ ｂ を 縮 幅 部 分 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ の 曲 線 に
連 続 す る 曲 線 を も っ て 予 め 切 断 し て お き 、 こ れ を 縮 幅 部 分 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ と 連 続 す る よ う
に フ ラ ン ジ １ １ ， １ ２ の 両 側 に 後 か ら 溶 接 す る こ と も で き る 。 　 従 っ て 、 こ の 実 施 形 態 で
は 上 記 増 幅 部 分 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ の 増 設 プ レ ー ト １ ６ を 、 上 記 縮 幅 部 分 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ の 曲
線 と 滑 ら か に 連 続 さ せ た の で 、 増 幅 部 分 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ か ら 縮 径 部 分 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ に 至
る 部 分 で 滑 ら か に 応 力 を 変 化 さ せ る こ と が で き 、 梁 端 部 １ ０ ａ の 疲 労 や 塑 性 変 形 時 の ２ 次
曲 げ 防 止 効 果 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ は さ ら に 他 の 実 施 形 態 を 示 す 要 部 平 面 図 で 、 上 記 実 施 形 態 と 同 一 構 成 部 分 に 同 一 符
号 を 付 し て 重 複 す る 説 明 を 省 略 し て 述 べ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 上 記 フ ラ ン ジ １ １ ， １ ２ は そ れ ぞ れ １ 枚 の 帯 状 鋼 板 を 加 工 し て 、 増
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幅 部 分 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ 、 縮 幅 部 分 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ お よ び 一 般 部 分 １ １ ａ ， １ ２ ａ を 形 成 し
、 こ の フ ラ ン ジ １ １ ， １ ２ を 別 体 の ウ ェ ブ １ ３ に 溶 接 す る こ と に よ り 鉄 骨 梁 １ ０ が 製 造 さ
れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 実 施 形 態 は 、 製 造 面 に お い て 板 材 相 互 の 溶 接 が 必 要 な た め 、 コ ス ト 面 お よ び 手 間 の
面 で 劣 る け れ ど も 、 上 述 し た 実 施 形 態 と 同 様 に 、 梁 端 １ ０ ａ か ら 増 幅 部 分 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ
を 介 し て 中 央 側 に 寄 っ た 縮 幅 部 分 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ で 降 伏 を 先 行 さ せ る こ と が で き て こ の 縮
幅 部 分 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ に お い て ウ ェ ブ 耐 力 を 含 め て 梁 端 耐 力 を 決 定 す る こ と が 可 能 と な り
、 必 要 鉄 骨 量 を 低 減 す る こ と が で き る と と も に 、 耐 震 性 等 の エ ネ ル ギ 吸 収 能 を 格 段 に 向 上
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 各 実 施 形 態 で は 柱 と し て 鋼 管 柱 １ ４ を 用 い た 場 合 を 開 示 し た が 、 こ れ に
限 る こ と な く 他 の 鉄 骨 柱 、 例 え ば Ｈ 型 鋼 を 用 い る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 鉄 骨 梁 の 要 部 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 鉄 骨 梁 の 要 部 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 図 １ 中 の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 増 設 プ レ ー ト の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 鉄 骨 梁 の 要 部 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 鉄 骨 梁 の 要 部 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 鉄 骨 梁 の 一 例 を （ ａ ） の 要 部 正 面 図 、 （ ｂ ） の 要 部 平 面 図 に よ っ て 示 す 説
明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 鉄 骨 梁 の 他 例 を （ ａ ） の 要 部 正 面 図 、 （ ｂ ） の 要 部 平 面 図 に よ っ て 示 す 説
明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ ０ 　 鉄 骨 梁
　 １ ０ ａ 　 梁 端
　 １ １ ， １ ２ 　 フ ラ ン ジ
　 １ １ ａ ， １ ２ ａ 　 一 般 部 分
　 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ 　 縮 幅 部 分
　 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ 　 増 幅 部 分
　 １ ３ 　 ウ ェ ブ
　 １ ４ 　 鋼 管 柱
　 １ ６ 　 増 設 プ レ ー ト
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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